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令和２年４月１日から
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「個別注記表」及び「連結注記表」につきましては、法令及び当行定款第15条
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に掲載することにより、株主の皆様に提供しております。
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株式会社東和銀行
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連　結　注　記　表
連結計算書類の作成方針
　子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行
令第４条の２に基づいております。

（１）連結の範囲に関する事項
　　①　連結される子会社及び子法人等　　２社
　　　　会社名
　　　　　東和カード株式会社
　　　　　東和銀リース株式会社

　　②　非連結の子会社及び子法人等
　　　　会社名
　　　　　東和農林漁業６次産業化応援投資事業有限責任組合
　　　　　東和地域活性化投資事業有限責任組合
　　　　　東和SBIお客様応援投資事業有限責任組合
　　　　 　非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持

分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累
計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の
財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏
しいため、連結の範囲から除外しております。

（２）持分法の適用に関する事項
　　①　持分法適用の非連結の子会社及び子法人等
　　　　該当ありません。　

　　②　持分法適用の関連法人等　
　　　　該当ありません。　

　　③　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等　
　　　　会社名
　　　　　東和農林漁業６次産業化応援投資事業有限責任組合
　　　　　東和地域活性化投資事業有限責任組合
　　　　　東和SBIお客様応援投資事業有限責任組合
　　　　 　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、当期純損益（持分に見

合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持
分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に重
要な影響を与えないため、持分法の対象から除いております。

　　④　持分法非適用の関連法人等　
　　　　該当ありません。

（３）開示対象特別目的会社に関する事項
　　　該当ありません。
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記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　
会計方針に関する事項
１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　 　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っ

ております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
（１ ）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原

価法（定額法）、その他有価証券については原則として連結決算日の市場価格
等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）、ただし時価を把握す
ることが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法によ
り行っております。

　　 　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理
しております。

（２ ）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として
運用されている有価証券の評価は、時価法により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く）
　　 　当行の有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得し

た建物（建物附属設備を除く。）並びに平成28年４月１日以後に取得した建物
附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。

　　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　　建　物　　15年～ 50年
　　　　その他　　 ３年～ 20年
　　 　連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用

年数に基づき、主として定率法により償却しております。
（２ ）無形固定資産（リース資産を除く）
　　 　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフト

ウェアについては、当行並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可
能期間（５年）に基づいて償却しております。

（３ ）リース資産
　　 　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形

固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とした定額法により償却
しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決め
があるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

５．貸倒引当金の計上基準
　 　当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上

しております。
　 　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻

先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破綻
先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直接減
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額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控
除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今
後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸念先」とい
う。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証によ
る回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断
し必要と認める額を計上しております。
 　破綻懸念先及び貸出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の大
口債務者のうち、債権の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フロー
を合理的に見積もることができる債権については、当該キャッシュ・フローを当
初の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方
法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しております。
 　上記以外の債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間
の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の貸倒
実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損失率を
求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。
 　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実
施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。
 　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額
から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取
立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は9,187百万円であ
ります。
 　連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸
倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。
 　当連結会計年度の貸倒引当金は、現時点で入手可能な新型コロナウイルス感染
症の影響を考慮しておりますが、今後も政府や自治体の経済対策や金融機関によ
る支援等により貸出金等の信用コストが大きく増加することはないとの仮定によ
り計上しております。
 　ただし、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている一部の業種については、
新型コロナウイルス感染症収束後の業績回復に時間を要する可能性があることか
ら、当該業種の一部の貸出先において、その影響を見積り、キャッシュ・フロー
見積法を適用するなど必要な修正を行い、貸倒引当金を追加計上しております。
 　当該仮定は不確実性が高く、新型コロナウイルス感染症の感染状況及び感染拡
大等に伴う取引先への影響が変化した場合には、今後の業績に影響を及ぼす可能
性があります。

６．賞与引当金の計上基準
　 　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の

支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。
７．役員退職慰労引当金の計上基準
　 　連結される子会社及び子法人等の役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金

の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当連結会
計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。
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８．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　 　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの

払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要と認
める額を計上しております。

９．偶発損失引当金の計上基準
　 　偶発損失引当金は、信用保証協会への負担金の支払いに備えるため、将来の負

担金支払見込額を計上しております。
10．退職給付に係る会計処理の方法
　 　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間

に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。また、過去勤務
費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。

　　過去勤務費用　　： その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５
年）による定額法により損益処理

　　数理計算上の差異： 各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内
の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、
それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理

11．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　 　当行の外貨建資産及び負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付して

おります。 
　　連結される子会社及び子法人等の外貨建資産及び負債はありません。
12．重要なヘッジ会計の方法
　 　当行では、貸出金等から生じる金利リスクをデリバティブ取引を用いてリスク

管理しております。これについてのヘッジ会計の方法は、「金融商品会計に関す
る実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号　2019年７月４
日）に基づく繰延ヘッジによる会計処理であります。

　 　また、ヘッジ対象の金利リスクが減殺されているかどうかを検証することによ
り、ヘッジの有効性を評価しております。

　　連結される子会社及び子法人等ではヘッジ会計は該当ありません。
13．消費税等の会計処理
　 　当行並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税（以下「消

費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっております。
　 　ただし、有形固定資産に係る控除対象外消費税等は当連結会計年度の費用に計

上しております。

表示方法の変更
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）
　 　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３

月31日）を当連結会計年度の年度末に係る連結財務諸表から適用し、連結財務
諸表に重要な会計上の見積りに関する注記を記載いたしました。

重要な会計上の見積り
　会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結財務諸表にその額を計上した
項目であって、翌連結会計年度に係る連結財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性
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があるものは、次のとおりです。
貸倒引当金
１．当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した額
　　貸倒引当金　8,707百万円
２．識別した項目に係る重要な会計上の見積り内容に関する理解に資する情報
（１）算出方法
　　 　貸倒引当金の算出方法は、「会計方針に関する事項」「５．貸倒引当金の計上

基準」に記載しております。
（２）主要な仮定
　　 　主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」で

あります。「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」は、各債
務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定しております。

（３）翌連結会計年度に係る連結財務諸表に及ぼす影響
　　 　個別貸出先の業績変化等により、当初の見積りに用いた仮定が変化した場合

は、翌連結会計年度に係る連結財務諸表における貸倒引当金に重要な影響を及
ぼす可能性があります。

注記事項
（連結貸借対照表関係）
１．関係会社の出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の株式を除く）94百万円
２ ．貸出金のうち、破綻先債権額は1,141百万円、延滞債権額は32,341百万円であ

ります。
　 　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続しているこ

とその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして
未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利
息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第
96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が
生じている貸出金であります。

　 　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者
の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の
貸出金であります。

３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権はありません。
　 　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日か

ら３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであ
ります。

４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は5,837百万円であります。
　 　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的と

して、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者
に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞
債権に該当しないものであります。

５ ．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の
合計額は39,320百万円であります。

　 　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
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６ ．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査
上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号　2020年10月
８日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手
形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由
に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、4,069百万円でありま
す。

７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　担保に供している資産
　　　現金預け金　　　　　　　　　　15百万円
　　　有価証券 　　　　　　　　301,261百万円
　　　その他資産　　  　　　　　　　 24百万円
　　担保資産に対応する債務
　　　預金　　 　　　　　　　　    9,105百万円
　　　借用金　　 　　　　　　　293,125百万円
　　　その他負債　　　　　　　　　 127百万円　
　 　上記のほか、為替決済及び短期金融取引等の取引の担保として、有価証券

25,519百万円及びその他資産15,000百万円を差し入れております。
　　また、その他資産には、保証金659百万円が含まれております。
８ ．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資

実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約
に係る融資未実行残高は、208,354百万円であります。このうち契約残存期間が
１年以内のものが188,256百万円あります。

　 　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融
資未実行残高そのものが必ずしも当行並びに連結される子会社及び子法人等の将
来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多
くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行
並びに連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契
約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約
時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定
期的に予め定めている行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に
応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

９ ．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、
当行の事業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る
税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控
除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

　　再評価を行った年月日　平成10年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法　 土地の再評価に関する法律施行

令（平成10年３月31日公布政令
第119号）第２条第４号に定める
地価税法第16条に規定する地価
税の課税価格の計算方法に基づい
て、奥行価格補正による補正等合
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理的な調整を行って算出しており
ます。

　 　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末にお
ける時価の合計額と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額　
7,638百万円

10．有形固定資産の減価償却累計額 　26,580百万円
11．有形固定資産の圧縮記帳額 　　　　  198百万円
12 ．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）

による社債に対する保証債務の額は427百万円であります。

（連結損益計算書関係）
１．「その他経常収益」には、株式等売却益1,599百万円を含んでおります。
２．「その他経常費用」には、貸出金償却1,085百万円を含んでおります。
３．当連結会計年度において、以下の資産について減損損失を計上しております。
（グルーピングの方法）
　 　営業用店舗は損益の管理を個別に把握していることから原則として支店単位

で、賃貸用資産、処分予定資産及び遊休資産は各資産単位でグルーピングしてお
ります。また、本部、研修所、寮等は独立したキャッシュ・フローを生み出さな
いことから共用資産としております。

（減損損失を認識した資産または資産グループ）
　　群馬県内
　　　主 な 用 途　　　営業店舗１店舗
　　　種　　　類　　　土地建物等
　　　減損損失額　　　115百万円
　　群馬県内
　　　主 な 用 途　　　遊休資産１件
　　　種　　　類　　　土地建物
　　　減損損失額　　　２百万円
（減損損失の認識に至った経緯）
　 　地価の下落及び使用方法の変更により、投資額の回収が見込めなくなったこと

から帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額118百万円を減損損失とし
て特別損失に計上いたしました。

（回収可能価額）
　 　回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、鑑定評価額等に基づき評

価した額から処分費用見込み額を控除し算定しております。
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（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）

　
当連結会計年
度期首株式数

当連結会計年
度増加株式数

当連結会計年
度減少株式数

当連結会計年
度末株式数　

摘   要

発行済株式

普通株式 37,180 － － 37,180

第二種優先株式 7,500 － － 7,500

合計 44,680 － － 44,680

自己株式

普通株式 239 252 110 381 （注）

第二種優先株式 － － － －

合計 239 252 110 381

（注 ）普通株式の自己株式数の増加は、令和２年８月６日取締役会決議に基づく取得及び単元

未満株式の買取りによるものであります。また、減少は新株予約権の行使により自己株式

を交付したものであります。 
　　 　
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分
新株予約権
の内訳

新 株 予 約
権 の 目 的
と な る 株
式 の 種 類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会
計年度期
首

当連結会
計年度増
加

当連結会
計年度減
少

当連結会
計年度末

当行
ストック・オプ
ションとしての
新株予約権

－ 265

合計 － 265

３．配当に関する事項
（１）当連結会計年度中の配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１ 株 当 た り
配当額（円）

基準日 効力発生日

令和２年
６月 24 日
定時株主総会

普通株式 1,477 　　  40 
令 和 ２ 年
３月 31 日

令 和 ２ 年
６月 25 日

第二種
優先株式

192 25.72
令 和 ２ 年
３月 31 日

令 和 ２ 年
６月 25 日

合　計 1,670
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（２ ）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会
計年度の末日後となるもの

　　 　令和３年６月24日開催の定時株主総会の議案として、配当に関する事項を
次のとおり提案しております。

　　①　普通株式
　　　（ⅰ）配当金の総額  1,103百万円
　　　（ⅱ）１株当たり配当額  　　　  30円
　　　（ⅲ）基準日  　 令和３年３月31日
　　　（ⅳ）効力発生日  　 令和３年６月25日
　　②　第二種優先株式
　　　（ⅰ）配当金の総額  　194百万円
　　　（ⅱ）１株当たり配当額  　 25円92銭
　　　（ⅲ）基準日  　 令和３年３月31日
　　　（ⅳ）効力発生日  　 令和３年６月25日
　　　なお、配当原資は、全て利益剰余金とする予定としております。

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
（１）金融商品に対する取組方針
　　 　当行グループは、銀行業務を中心にリース業務等の金融サービスを営んでお

ります。
　　 　これらの事業を行うため、個人預金と法人預金により安定的な資金調達を

行っております。
　　 　また、資金の運用は、主に貸出金と有価証券によって行っております。貸出

金においては、地域金融機関として金融仲介機能を果たすべく、中小企業及び
個人のお客様への貸出を中心に増加を図ってまいります。また、既存の貸出金
においては、お客様の実態把握に努め、経営支援に積極的に取り組むことによ
り、信用リスクの軽減を図ってまいります。

　　 　有価証券においては、債券を中心とした運用を基本としつつ、運用の多様化
による収益性の向上を図ってまいります。

　　 　このように、当行は、金利変動や流動性リスクを伴う金融資産及び金融負
債を有しているため、資産及び負債の総合的管理（ALM）を行っております。
これにより、適時に資金管理を行い、リスクの管理を行っております。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　　　当行グループが保有する金融資産は、主として貸出金及び有価証券であります。
　　 　貸出金においては、国内の取引先及び個人に対して貸し付けているため、顧

客の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されております。このため、
貸倒れによる損失の発生状況や貸出先の状況及び不動産・有価証券等担保の価値
などに基づき算出した予想損失額に対して貸倒引当金を計上しております。

　　 　有価証券は、主に株式、債券であり、満期保有目的、純投資目的及び事業推
進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行主体の信用リスク、金利
の変動リスク、為替の変動リスク、株価を含む市場価格の変動リスク及び流動
性リスクに晒されております。
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（３）金融商品に係るリスク管理体制
　　①　信用リスクの管理
　　　 　当行グループは、貸出事務規程及び信用リスクに関する管理諸規程に従い、

貸出金について個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、内部
格付、保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整
備し運営しております。これらの与信管理は、各支店のほか審査部及び審査
管理部で行われ、規程に定めた権限を越える案件は取締役会及び常務会で審
議、報告を行っております。さらに、与信管理の状況については、監査部が
チェックしております。

　　　 　有価証券の発行主体の信用リスクに関しては、資金運用部及びリレーショ
ンシップバンキング戦略部において、信用情報や時価の把握を定期的に行う
ことで管理しております。

　　　 　また、「統合リスク管理規程」に信用リスク量の計測・管理方法の基本を
定め、「信用リスク計量化規程」に基づいて、統合リスク管理部がVaR（信
頼区間99.0％、保有期間12 ヶ月）により貸出金等および有価証券の発行主
体の信用リスク量を計測・モニタリングし、月次ベースで常務会に報告して
おります。

　　②　市場リスクの管理
　  　（ⅰ）金利リスクの管理
　　　　 　当行グループは、ALMによって金利の変動リスクを管理しております。

統合リスク管理規程にリスク管理方法や手続等を明記し、取締役会及び常
務会においてリスク管理の状況の把握・確認、今後の対応等の協議を行っ
ております。日常的には統合リスク管理部で金融資産及び負債の金利や期
間を総合的に把握し、リスク計量、金利感応度分析等によりモニタリング
を行い、月次ベースで常務会に報告しております。

　  　（ⅱ）為替リスクの管理
　　　　 　当行グループは、為替の変動リスクに関して、外貨建資産及び負債を総

合的に把握し、為替持高から発生するリスクに対しVaRによるリスク計量
を行なうなどの管理を行っております。

　  　（ⅲ）価格変動リスクの管理
　　　　 　当行グループは、有価証券を含む投資商品の保有について、常務会の方

針に基づき、取締役会の監督の下、純投資有価証券規程等に従い行われて
おります。このうち、資金運用部では、外部からの購入を行っており、事
前審査、投資限度額の設定のほか、継続的なモニタリングを通じて、価格
変動リスクの軽減を図っています。総合企画部及びリレーションシップバ
ンキング戦略部で所管する株式の多くは、業務・資本提携を含む事業推進
目的で保有しているものであり、取引先の市場環境や財務状況などをモニ
タリングしております。これら投資商品の価格変動リスクは統合リスク管
理部で日常的にリスク計量され、月次ベースで常務会に報告しております。

　  　（ⅳ）市場リスクに係る定量的情報
　　　　 　当行グループでは、預金・貸出金、有価証券に係る市場リスク（金利・

株価・為替・価格変動リスク）について、統一的指標としてVaRを採用し
リスク量算定を行っております。算定にあたっては、分散共分散法を採用
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し、信頼区間99.0%、観測期間１年、保有期間は投資目的等により６ヶ月
もしくは12 ヶ月としております。

　　　　 　令和３年３月31日現在で当行グループの市場リスク量（保有期間12 ヶ
月換算）は、全体で11,120百万円であります。なお、当行グループでは、
預金・貸出金、有価証券に係るリスク量は定期的に取締役会・常務会へ報
告しております。

　　　　 　また、計測モデルが算出する日次のVaRと評価損益変化を比較し、損失
がVaRを上回る回数によりモデルの有効性を検証するバックテスティング
を実施しており、使用する計測モデルが十分な精度で市場リスクを捕捉し
ていることを確認しております。但し、VaRは過去の相場変動をベースに
統計的に算出した一定の発生確率での市場リスク量を計測しており、通常
では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉で
きない場合があります。

　　③　資金調達に係る流動性リスクの管理
　　　 　当行は、ALMを通じて、適時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多

様化、市場環境を考慮した長短の調達バランスの調整などによって、流動性
リスクを管理しております。

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　 　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合に

は合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一
定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価
額が異なることもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項
　 　令和３年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる非
上場株式等は、次表には含めておりません（（注２）参照）。
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（単位：百万円）

連結貸借対
照表計上額

時　価 差　額

（1）現金預け金 383,664 383,664 －

（2）有価証券 586,690 586,891 200

満期保有目的の債券 404 605 200

その他有価証券 586,285 586,285 －

（3）貸出金 1,502,820

貸倒引当金（＊） △ 8,612

1,494,208 1,493,055 △ 1,152

資産計 2,464,563 2,463,611 △ 951

（1）預　金 2,104,845 2,104,924 79

（2）借用金 298,715 298,586 △ 128

負債計 2,403,560 2,403,511 △ 49

（＊）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法
　資　産
　（１）現金預け金
　　　 　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額を時価としております。
　　　 　満期のある預け金については、預入期間が短期間（１年以内）のものは、

時価が帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としておりま
す。また、預入期間が長期間（１年超）のものは、新規に預け金を行った場
合に想定される利率で割り引いた現在価値を算定しております。

　（２）有価証券
　　　 　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され

た価格を時価としております。投資信託は、公表されている基準価格又は取
引金融機関から提示された価格を時価としております。

　　　 　自行保証付私募債は、内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計
額を同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定
しております。

　　　 　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については「（有価証券
関係）」に記載しております。

　（３）貸出金
　　　 　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、

貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近
似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利による
ものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合
計額を同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算
定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳
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簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。
　　　 　また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見

積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担保及び保証による回収見込額等
に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結
貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似し
ており、当該価額を時価としております。

　　　 　貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返
済期限を設けていないものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、
時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価とし
ております。

　負　債
　（１）預金
　　　 　要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）

を時価とみなしております。また、定期性預金の時価は、一定の期間ごとに
区分して、将来のキャッシュ ･フローを割り引いて現在価値を算定しており
ます。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いてお
ります。なお、預入期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と
近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

　（２）借用金
　　　 　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、

当行の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と
近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定
金利によるものは、将来のキャッシュ・フローを同様の借入において想定さ
れる利率で割り引いて現在価値を算定しております。なお、約定期間が短期
間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳
簿価額を時価としております。

（注２ ）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表
計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報の「資産（２）その他有価
証券」には含まれておりません。

（単位：百万円）

区　分 連結貸借対照表計上額

非上場株式（＊１）（＊２） 1,009

組合出資金（＊３） 9,174

合　計 10,183

（＊１ ）非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認

められることから時価開示の対象とはしておりません。

（＊２）当連結会計年度において、非上場株式について0百万円減損処理を行っております。

（＊３ ）組合出資金のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難

と認められるもので構成されているものについては、時価開示の対象とはしており

ません。
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（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額
（単位：百万円）

１年以内
１年超

５年以内
５年超

10 年以内
10 年超

預け金 351,874 － － －

有価証券 42,441 152,490 102,852 235,354

　満期保有目的の債券 － － － 500

　　国債 － － － －

　　地方債 － － － －

　　社債 － － － －

　　その他 － － － 500

　その他有価証券のうち
　満期があるもの

42,441 152,490 102,852 234,854

　　国債 7,200 22,700 22,000 14,000

　　地方債 7,018 25,634 40,881 55,639

　　社債 14,703 63,190 7,710 136,005

　　その他 13,520 40,966 32,260 29,208

貸出金（＊） 311,743 446,550 318,957 380,532

合　計 706,059 599,040 421,809 615,886

(＊ ）貸出金のうち、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が見込

めない33,674百万円、期間の定めのないもの11,362百万円は含めておりません。

（注４）有利子負債の連結決算日後の返済予定額
（単位：百万円）

１年以内
１年超

２年以内
２年超

３年以内
３年超

４年以内
４年超

５年以内
５年超

預　金（＊） 1,895,269 108,692 88,189 6,144 6,424 124

借用金 184,977 34,922 60,516 18,300 － －

合　計 2,080,246 143,614 148,705 24,444 6,424 124

（＊）預金のうち、要求払預金については、「１年以内」に含めております。

（有価証券関係）
　連結貸借対照表の「有価証券」のほか「商品有価証券」が含まれております。
１．売買目的有価証券（令和３年３月31日現在）

当連結会計年度の損益に含まれた
評価差額（百万円)

売買目的有価証券 ０
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２．満期保有目的の債券（令和３年３月31日現在）

種　類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

時　価
（百万円）

差　額
（百万円）

時価が連結貸借
対照表計上額を
超えるもの

国債 － － －

地方債 － － －

社債 － － －

その他 404 605 200

小　計 404 605 200

時価が連結貸借
対照表計上額を
超えないもの

国債 － － －

地方債 － － －

社債 － － －

その他 － － －

小　計 － － －

合　計 404 605 200

３．その他有価証券（令和３年３月31日現在）

種　類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価
（百万円）

差　額
（百万円）

連結貸借対照表
計上額が取得原
価を超えるもの

株式 12,265 7,755 4,510

債券 237,613 230,901 6,712

　国債 36,124 35,143 981

　地方債 84,909 81,450 3,458

　社債 116,579 114,306 2,272

その他 61,540 58,992 2,548

小　計 311,419 297,648 13,770

連結貸借対照表
計上額が取得原
価を超えないも
の

株式 763 828 △65

債券 186,668 188,333 △1,664

　国債 31,375 31,556 △181

　地方債 48,214 48,591 △376

　社債 107,078 108,184 △1,105

その他 87,433 88,441 △1,007

小　計 274,866 277,603 △2,736

合　計 586,285 575,251 11,033
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４．当連結会計年度中に売却したその他有価証券
 （自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

株式 2,751 1,599 10

債券 36,675 519 246

　国債 20,286 223 －

　地方債 10,921 277 0

　社債 5,467 19 246

その他 7,458 758 757

合　計 46,885 2,877 1,014

５．減損処理を行った有価証券
　 　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを

除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時
価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時
価をもって連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当連結会計年度の
損失として処理（以下「減損処理」という。）しております。

　 　当連結会計年度における減損処理額は、209百万円（株式209百万円）であり
ます。

　 　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、連結会計年度末の
時価が簿価に比べて50％以上下落した銘柄は全て減損処理、連結会計年度末の
時価が簿価に比べて30％以上50％未満下落した銘柄は回復可能性なしと判断し
たものを減損処理することと定めております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（令和３年３月31日現在）

連結貸借対照表計上額
（百万円）

当連結会計年度の損益に含ま
れた評価差額（百万円）

運用目的の金銭の信託 9,990 －

２．満期保有目的の金銭の信託（令和３年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（令和３年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

（１株当たり情報）
　１株当たりの純資産額 3,237 円 95 銭
　１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額 62 円 36 銭
　潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額 42 円   4 銭
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（ストック・オプション等関係）
１．ストック・オプションに係る当連結会計年度における費用計上額及び科目名
　　営業経費　51百万円

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 
（１）ストック・オプションの内容

平成22年
ストック･オプション

平成23年
ストック・オプション

平成24年
ストック・オプション

付与対象者の区
分及び人数

当行の社外取締役を除
く取締役３名、当行執
行役員８名

当行の社外取締役を除
く取締役３名、当行執
行役員８名

当行の社外取締役を除
く取締役３名、当行執
行役員８名

株式の種類別のス
トック･オプションの
付与数（注）1．2

当行普通株式
65,020株

当行普通株式
45,850株

当行普通株式
65,800株

付与日 平成22年8月3日 平成23年8月12日 平成24年8月3日

権利確定条件
権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

対象勤務期間
対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

権利行使期間
自　平成22年８月４日
至　令和17年８月３日

自　平成23年８月13日
至　令和18年８月12日

自　平成24年８月４日
至　令和19年８月３日

平成25年
ストック・オプション

平成26年
ストック・オプション

平成27年
ストック･オプション

付与対象者の区
分及び人数

当行の社外取締役を除
く取締役３名、当行執
行役員10名

当行の社外取締役を除
く取締役５名、当行執
行役員９名

当行の社外取締役を除
く取締役５名、当行執
行役員９名

株式の種類別のス
トック･オプションの
付与数（注）1．2

当行普通株式
63,250株

当行普通株式
61,920株

当行普通株式
51,630株

付与日 平成25年8月2日 平成26年8月6日 平成27年8月6日

権利確定条件
権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

対象勤務期間
対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

権利行使期間
自　平成25年８月３日
至　令和20年８月２日

自　平成26年８月７日
至　令和21年８月６日

自　平成27年８月７日
至　令和22年８月６日
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平成28年
ストック・オプション

平成29年
ストック・オプション

平成30年
ストック・オプション

付与対象者の
区分及び人数

当行の社外取締役を除
く取締役４名、当行執
行役員10名

当行の社外取締役を除
く取締役４名、当行執
行役員10名

当行の社外取締役を除
く取締役４名、当行執
行役員11名

株式の種類別のス
トック･オプションの
付与数（注）1．2

当行普通株式
69,190株

当行普通株式
47,630株

当行普通株式
49,470株

付与日 平成28年8月12日 平成29年8月10日 平成30年8月10日

権利確定条件
権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

対象勤務期間
対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

権利行使期間
自　平成28年８月13日
至　令和23年８月12日

自  平成29年８月11日
至  令和24年８月10日

自  平成30年８月11日
至  令和25年８月10日

令和元年
ストック・オプション

令和２年
ストック・オプション

付与対象者の
区分及び人数

当行の社外取締役を除
く取締役５名、当行執
行役員９名

当行の社外取締役を除
く取締役５名、当行執
行役員８名

株式の種類別のス
トック･オプションの
付与数（注）1．2

当行普通株式
84,200株

当行普通株式
90,270株

付与日 令和元年8月9日 令和2年8月13日

権利確定条件
権利確定条件は付され
ていない。

権利確定条件は付され
ていない。

対象勤務期間
対象勤務期間の定めは
ない。

対象勤務期間の定めは
ない。

権利行使期間
自  令和元年８月10日
至  令和26年８月９日

自  令和２年８月14日
至  令和27年８月13日

（注）１．ストック・オプションの付与数は、株式数に換算して記載しております。
　　　２ ．平成29年10月１日付で普通株式について10株につき１株の割合で株式併合を実施

したことから、併合後の株式数に換算して記載しております。
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（２）ストック・オプションの規模及びその変動状況
　　①ストック・オプションの数

平成22年
ストック・オプション

平成23年
ストック・オプション

平成24年
ストック・オプション

権利確定前（株）

　前連結会計年度末 15,420 17,430 30,690

　付与 － － －

　失効 － － －

　権利確定 4,650 3,280 11,760

　未確定残 10,770 14,150 18,930

権利確定後（株）

　前連結会計年度末 － － －

　権利確定 4,650 3,280 11,760

　権利行使 4,650 3,280 11,760

　失効 － － －

　未行使残 － － －

平成25年
ストック・オプション

平成26年
ストック・オプション

平成27年
ストック・オプション

権利確定前（株）

　前連結会計年度末 31,360 32,060 30,930

　付与 － － －

　失効 － － －

　権利確定 9,900 12,160 12,170

　未確定残 21,460 19,900 18,760

権利確定後（株）

　前連結会計年度末 － － －

　権利確定 9,900 12,160 12,170

　権利行使 9,900 12,160 12,170

　失効 － － －

　未行使残 － － －
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平成28年
ストック・オプション

平成29年
ストック・オプション

平成30年
ストック・オプション

権利確定前（株）

　前連結会計年度末 46,680 37,400 42,730

　付与 － － －

　失効 － － －

　権利確定 14,880 10,140 10,850

　未確定残 31,800 27,260 31,880

権利確定後（株）

　前連結会計年度末 － － －

　権利確定 14,880 10,140 10,850

　権利行使 14,880 10,140 10,850

　失効 － － －

　未行使残 － － －

令和元年
ストック・オプション

令和２年
ストック・オプション

権利確定前（株）

　前連結会計年度末 84,200 －

　付与 － 90,270

　失効 － －

　権利確定 20,650 －

　未確定残 63,550 90,270

権利確定後（株）

　前連結会計年度末 － －

　権利確定 20,650 －

　権利行使 20,650 －

　失効 － －

　未行使残 － －

（注 ）平成29年10月１日付で普通株式について10株につき１株の割合で株式併合を実施した
ことから、併合後の株式数に換算して記載しております。
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　　②単価情報

平成22年
ストック・オプション

平成23年
ストック・オプション

平成24年
ストック・オプション

権利行使価格（円）（注）1 1 1 1

行使時平均株価（円） 700 700 700

付与日における公正な評価単価（円）（注）2 647.70 871.30 606.70

平成25年
ストック・オプション

平成26年
ストック・オプション

平成27年
ストック・オプション

権利行使価格（円）（注）1 1 1 1

行使時平均株価（円） 700 699 699

付与日における公正な評価単価（円）（注）2 866.10 935.00 1,095.80

平成28年
ストック・オプション

平成29年
ストック・オプション

平成30年
ストック・オプション

権利行使価格（円）（注）1 1 1 1

行使時平均株価（円） 699 699 699

付与日における公正な評価単価（円）（注）2 841.80 1,167.10 1,211.43

令和元年
ストック・オプション

令和２年
ストック・オプション

権利行使価格（円）（注）1 1 1

行使時平均株価（円） 699 －

付与日における公正な評価単価（円）（注）2 669.20 553.80

（注）１． １株当たりに換算して記載しております。

　　２ ．平成29年10月１日付で普通株式について10株につき１株の割合で株式併合を実施

したことから、併合後の株式数に換算して記載しております。

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法
　 　当連結会計年度において付与された令和２年ストック・オプションについての

公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであります。
（１）使用した評価技法　　ブラック・ショールズ式
（２）主な基礎数値及び見積方法

令和２年ストック・オプション

株価変動性（注）１ 26.40%

予想残存期間（注）２ ２年５ヶ月

予想配当（注）３ 40円／株

無リスク利子率（注）４ △0.15%

（注）１ ．予想残存期間２年５ヶ月に対応する期間（平成30年２月23日～令和２年７月31日）
の株価実績に基づき算定しております。
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　 　 ２ ．過去10年間に退任した役員の平均的な在任期間及び退任時年齢から現在の在任役員
平均在任期間及び年齢を減じて算出されたそれぞれの残存期間の平均値を予想残存期
間とする方法で見積もっております。

　 　 ３．令和２年３月期の配当実績によっております。
　 　 ４．予想残存期間に対応する期間に対応する国債の利回りであります。

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法
　 　将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させ

る方法を採用しております。
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個　別　注　記　表
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　 　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っ

ております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
（１ ）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原

価法（定額法）、子会社・子法人等株式については移動平均法による原価法、
その他有価証券については原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（売
却原価は移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と
認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。

　　 　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理
しております。

（２ ）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として
運用されている有価証券の評価は、時価法により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く）
　　 　有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物（建

物附属設備を除く。）並びに平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及
び構築物については定額法）を採用しております。

　　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　　　建　物　　15年～ 50年
　　　　　その他　　３年～ 20年
（２）無形固定資産（リース資産を除く）
　　 　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフト

ウェアについては、行内における利用可能期間（５年）に基づいて償却してお
ります。

（３）リース資産
　　 　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形

固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とした定額法により償却
しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決め
があるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

５．繰延資産の処理方法
　　株式交付費は、支出時に全額費用処理しております。
６．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　外貨建資産及び負債は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。
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７．引当金の計上基準
（１）貸倒引当金
　　 　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上して

おります。
　　 　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻

先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破
綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直
接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込
額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にな
いが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸
念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額
及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力
を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。

　　 　破綻懸念先及び貸出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の
大口債務者のうち、債権の元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フ
ローを合理的に見積もることができる債権については、当該キャッシュ・フロー
を当初の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金と
する方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上しております。

　　 　上記以外の債権については、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年
間の予想損失額を見込んで計上しており、予想損失額は、１年間又は３年間の
貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間における平均値に基づき損
失率を求め、これに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。

　　 　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を
実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。

　　 　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権
額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額
を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は9,034百万
円であります。

　　 　当事業年度の貸倒引当金は、現時点で入手可能な新型コロナウイルス感染症
の影響を考慮しておりますが、今後も政府や自治体の経済対策や金融機関によ
る支援等により貸出金等の信用コストが大きく増加することはないとの仮定に
より計上しております。

　　 　ただし、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている一部の業種について
は、新型コロナウイルス感染症収束後の業績回復に時間を要する可能性がある
ことから、当該業種の一部の貸出先において、その影響を見積り、キャッシュ・
フロー見積法を適用するなど必要な修正を行い、貸倒引当金を追加計上してお
ります。

　　 　当該仮定は不確実性が高く、新型コロナウイルス感染症の感染状況及び感染
拡大等に伴う取引先への影響が変化した場合には、今後の業績に影響を及ぼす
可能性があります。

（２）賞与引当金
　　 　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与

の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。
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（３）退職給付引当金
　　 　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。ま
た、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間
に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。なお、過去勤
務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。

　　　過去勤務費用　　　： その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年
数（５年）による定額法により損益処理

　　　数理計算上の差異　： 各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の
一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、
それぞれ発生の翌事業年度から損益処理

（４）睡眠預金払戻損失引当金
　　 　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者から

の払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要
と認める額を計上しております。

（５）偶発損失引当金
　　 　偶発損失引当金は、信用保証協会への負担金の支払いに備えるため、将来の

負担金支払見込額を計上しております。
８．ヘッジ会計の方法
　 　当行では、貸出金等から生じる金利リスクをデリバティブ取引を用いてリスク

管理しております。これについてのヘッジ会計の方法は、「金融商品会計に関す
る実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号　2019年７月４
日）に基づく繰延ヘッジによる会計処理であります。

　 　また、ヘッジ対象の金利リスクが減殺されているかどうかを検証することによ
り、ヘッジの有効性を評価しております。

９．消費税等の会計処理
　 　消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっ

ております。
　 　ただし、有形固定資産に係る控除対象外消費税等は当事業年度の費用に計上し

ております。

表示方法の変更
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）
　 　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３

月31日）を当事業年度の年度末に係る財務諸表から適用し、財務諸表に重要な
会計上の見積りに関する注記を記載いたしました。

重要な会計上の見積り
　 　会計上の見積りにより当事業年度に係る財務諸表にその額を計上した項目で

あって、翌事業年度に係る財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、
次のとおりです。

貸倒引当金
１．当事業年度に係る財務諸表に計上した額
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　　貸倒引当金　　8,555百万円
２．識別した項目に係る重要な会計上の見積り内容に関する理解に資する情報
（１）算出方法
　　 　貸倒引当金の算出方法は、「重要な会計方針」「７．引当金の計上基準（１）

貸倒引当金」に記載しております。
（２）主要な仮定
　　 　主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」で

あります。「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」は、各債
務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定しております。

（３）翌事業年度に係る財務諸表に及ぼす影響
　　 　個別貸出先の業績変化等により、当初の見積りに用いた仮定が変化した場合

は、翌事業年度に係る財務諸表における貸倒引当金に重要な影響を及ぼす可能
性があります。

注記事項
（貸借対照表関係）
１．関係会社の株式及び出資金総額　　172百万円
２ ．貸出金のうち、破綻先債権額は1,134百万円、延滞債権額は32,308百万円であ

ります。
　 　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続しているこ

とその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして
未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利
息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第
96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が
生じている貸出金であります。

　 　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者
の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の
貸出金であります。

３ ．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権はありません。
　 　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日か

ら３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであ
ります。

４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は5,837百万円であります。
　 　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的と

して、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者
に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞
債権に該当しないものであります。

５ ．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の
合計額は39,279百万円であります。

　　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります｡
６ ．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査

上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号　2020年10月
８日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手
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形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由
に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、4,069百万円であります。

７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　担保に供している資産
　　　預け金　　　　　　　　　　15百万円
　　　有価証券　　　　　　 301,261百万円
　　　その他の資産　　　　　　　24百万円
　　担保資産に対応する債務
　　　預金　　　　　　　　　  9,105百万円
　　　借入金　　　　　　　 293,125百万円
　　　その他の負債　　　　　　 127百万円
　 　上記のほか、為替決済及び短期金融取引等の取引の担保として、有価証券 

25,519百万円及びその他の資産15,000百万円を差し入れております。
　　また、その他の資産には、保証金638百万円が含まれております。
８ ．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資

実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約
に係る融資未実行残高は、215,715百万円であります。このうち契約残存期間が
１年以内のものが196,721百万円あります。

　 　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融
資未実行残高そのものが必ずしも当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与え
るものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全
及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又
は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、
契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後
も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じ
て契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

９ ．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、
事業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相
当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した
金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

　　再評価を行った年月日　平成10年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法　 土地の再評価に関する法律施行

令（平成10年３月31日公布政令
第119号）第２条第４号に定める
地価税法第16条に規定する地価
税の課税価格の計算方法に基づ
いて、奥行価格補正による補正
等合理的な調整を行って算出し
ております。

　 　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時
価の合計額と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額　　7,638
百万円
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10．有形固定資産の減価償却累計額　　26,314百万円
11．有形固定資産の圧縮記帳額　　　　 　198百万円
12 ．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）

による社債に対する当行の保証債務の額は427百万円であります。
13．関係会社に対する金銭債権総額　　  2,736百万円
14．関係会社に対する金銭債務総額　　　  488百万円
15 ．銀行法第18条の定めにより剰余金の配当に制限を受けております。
　 　剰余金の配当をする場合には、会社法第445条第４項（資本金の額及び準備金

の額）の規定にかかわらず、当該剰余金の配当により減少する剰余金の額に５分
の１を乗じて得た額を資本準備金又は利益準備金として計上しております。

　 　当事業年度における当該剰余金の配当に係る利益準備金の計上額は、334百万
円であります。

（損益計算書関係）
１．関係会社との取引による収益
　　　資金運用取引に係る収益総額　 27百万円
　　　役務取引等に係る収益総額 　　　10百万円
　　　その他業務・その他経常取引に係る収益総額 　4百万円
　　関係会社との取引による費用
　　　資金調達取引に係る費用総額 0百万円
　　　役務取引等に係る費用総額 53百万円
　　　その他業務・その他経常取引に係る費用総額　 292百万円
 
２．当事業年度において、以下の資産について減損損失を計上しております。
（グルーピングの方法）
　 　営業用店舗は損益の管理を個別に把握していることから原則として支店単位

で、処分予定資産及び遊休資産は各資産単位でグルーピングしております。また、
本部、研修所、寮等は独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用
資産としております。

（減損損失を認識した資産または資産グループ）
　　群馬県内
　　　主 な 用 途　　営業店舗　１店舗
　　　種   　   類　　土地建物等
　　　減損損失額　　115百万円
　　群馬県内
　　　主 な 用 途　　遊休資産　１件
　　　種　　　類　　土地建物　
　　　減損損失額　　２百万円
（減損損失の認識に至った経緯）
　 　地価の下落及び使用方法の変更により、投資額の回収が見込めなくなったこと

から帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額118百万円を減損損失とし
て特別損失に計上いたしました。
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（回収可能価額）
　 　回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、鑑定評価額等に基づき評

価した額から処分費用見込額を控除し算定しております。

３．関連当事者との間の取引

種　類 会社等の名称
又は氏名

議決権等
の所有（被
所有）割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 
（百万円）  

科　目 期末残高
（百万円）  

役　員 安藤頴子 被所有
直接
　0.00％

当行監査役
安藤震太郎
の配偶者

資金の貸付（注）1．2
利息の受取

－
0

貸出金
その他資産
その他負債

21
0

－

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１． 一般の取引先と同様な条件で行っております。
（注）２．貸出金の担保として、不動産を受入れております。

（株主資本等変動計算書関係）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末株式数

摘　要

自己株式

普通株式 239 　　252 110 381 (注)

第二種優先株式 － － － －

合　計 239 　　252 110 381

（注 ）普通株式の自己株式数の増加は、令和２年８月６日取締役会決議に基づく取得及び単元
未満株式の買取りによるものであります。また、減少は新株予約権の行使により自己株式
を交付したものであります。

（有価証券関係）
　 　貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商

品有価証券」が含まれております。
　１．売買目的有価証券（令和３年３月31日現在）

当事業年度の損益に含まれた評価
差額（百万円）　 　　　

売買目的有価証券 ０
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２．満期保有目的の債券（令和３年３月31日現在）

種　類
貸借対照表計上額

（百万円）
時　価

（百万円）
差　額

（百万円）

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国債 － － －

地方債 － － －

社債 － － －

その他 404 605 200

小　計 404 605 200

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国債 － － －

地方債 － － －

社債 － － －

その他 － － －

小　計 － － －

合　計 404 605 200

３．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（令和３年３月31日現在）
　 　子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（貸借対照表計上額　子会社・子法

人等株式78百万円　関連法人等株式－百万円）は、市場価格がなく時価を把握
することが極めて困難と認められることから記載しておりません

４．その他有価証券（令和３年３月31日現在）

種　類
貸借対照表計上額

（百万円）
取得原価

（百万円）
差　額

（百万円）

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株式 12,223 7,750 4,472

債券 237,613 230,901 6,712

　国債 36,124 35,143 981

　地方債 84,909 81,450 3,458

　社債 116,579 114,306 2,272

その他 61,540 58,992 2,548

小　計 311,377 297,644 13,733

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株式 763 828 △65

債券 186,668 188,333 △1,664

　国債 31,375 31,556 △181

　地方債 48,214 48,591 △376

　社債 107,078 108,184 △1,105

その他 87,433 88,441 △1,007

小　計 274,866 277,603 △2,736

合　計 586,243 575,247 10,996
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(注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券

貸借対照表計上額（百万円）

株式 976
組合出資金 9,173
合計 10,149

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め
られることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　 　なお、当事業年度において、株式について0百万円減損処理を行っております。

５．当事業年度中に売却したその他有価証券
 （自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

株式 2,644 1,498 10

債券 36,675 519 246

　国債 20,286 223 －

　地方債 10,921 277 0

　社債 5,467 19 246

その他 7,458 758 757

合　計 46,778 2,776 1,014

６．減損処理を行った有価証券
　 　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを

除く）のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時
価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時
価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損失とし
て処理（以下「減損処理」という。）しております。

　 　当事業年度における減損処理額は、209百万円（株式209百万円）であります。
　 　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、当事業年度末の時

価が簿価に比べて50％以上下落した銘柄は全て減損処理、当事業年度末の時価
が簿価に比べて30％以上50％未満下落した銘柄は回復可能性なしと判断したも
のを減損処理することと定めております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（令和３年３月31日現在）

貸借対照表計上額
（百万円）

当事業年度の損益に含まれた
評価差額（百万円）

運用目的の金銭の信託 9,990 －
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２．満期保有目的の金銭の信託（令和３年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（令和３年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

（税効果会計関係）
　 　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のと

おりであります。

繰延税金資産

貸倒引当金損金算入限度超過額 5,192 百万円

退職給付引当金損金算入限度超過額 2,469

有価証券償却 1,572
固定資産減損損失 733

減価償却費損金算入限度超過額 281

その他有価証券評価差額金 19

その他 1,504

繰延税金資産小計 11,772

評価性引当額 △ 5,830

繰延税金資産合計 5,942

繰延税金負債

　その他有価証券評価差額金 2,965

その他 6

繰延税金負債合計 2,972

繰延税金資産の純額 2,969 百万円

（１株当たり情報）
　１株当たりの純資産額 3,181円60銭
　１株当たりの当期純利益金額 57円27銭
　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 38円88銭 


